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申立書附票１     

申 立 て に つ い て 

 

※ これは，申立書を補うものです。申立人ができるだけ詳しく回答してください。該当する□に

はレを記入してください。 

【記入日】  平成    年    月    日 

【記入者】  氏名                           印 

 

１ 申立てについて 

  この申立ての内容に関し，これまでに家庭裁判所を利用したことがありますか。 

   □ ない 

   □ ある 

     それはいつ頃ですか。  平成  年  月頃 

     どこの家庭裁判所ですか。    家庭裁判所    支部・出張所 

                                  申立てをした人の氏名          

          事件番号（ご存知であれば書いてください。） 

                    平成  年（家）第     号 

     事件名   後見開始・保佐開始・補助開始・任意後見監督人選任 

 

２ 本件を申し立てた目的について 

 ※ 何のために後見人等が必要になったのか回答してください。（複数回答可） 

   財産の管理について 

□預貯金の管理  □保険金の受領  □借金や高額物品購入の防止 

□債務整理  □有価証券等の預貯金への切替 

□その他： 

補足：                         

   財産の処分について 

□不動産の売却や処分（□本人の居住用  □本人の居住用以外の不動産） 

□住居等の新増改築  □遺産分割 □相続の承認，放棄等 

□その他： 

補足：                         

   訴訟等の利用 

□訴訟  □交通事故等の示談交渉 □破産宣告 

□その他： 

補足：                         

   身上監護について 

□介護，福祉サービス締結  □施設入所，入院契約 

□支援費制度の利用 

補足：                          

  その他（空欄に具体的に記入してください。） 
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３ この申立てをすることを本人は知っていますか。 

      □ 知っている。 

      □ 知らない。（その理由を記入してください。） 

         □ 本人は理解できる状態ではない。 

         □ 本人は理解できる状態であるが，本人への精神的な影響を考えて，知

らせていない。 

         □ 本人が申立てに反対している。（理由                          ） 

         □ その他（                                                    ） 

 

４ 成年後見人・保佐人・補助人の候補者に対する本人の意向はどうですか。 

   □ 候補者が選任されることを賛成している。 

   □ 候補者が選任されることに反対している。 

   □ 意向がわからない。（理解できない場合も含む） 

 

５  この申立てに反対している親族がいますか。 

      □ 申立てに反対している人はいない。 

   □ 申立てに反対している人がいる。 

     その場合は，反対している人を記入してください。 

            （                           ） 

 

６ あなたの平日・昼間の連絡先を書いてください。（勤め先・携帯電話など） 

 

     電話            携帯電話 


